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下記のテーマにつきまして、企画・提案いたします。 

 

記 

テ ー マ  市の IT 機能の利用促進について 

テーマの詳細  

市はゴール 11「住み続けられるまちづくりを」やゴール 9「産業と技術革新の基盤をつく

ろう」を目指している。 

IT の機能を使用し補助、分業することで、多様な人材が活躍できる。また、IT 設備によ

りサービスを受けやすくなる。 

マイナンバー発行の予約、ごみ分別チャットなど、設備は進んでいるので、より使っても

らえるような情報発信する。 

提 案 の 理 由  

人口減、高齢化は避けることができず、各施設の職員数が減っていく。その中で長岡市

の維持管理をより一層少人数でも行えるように市民の意識を変えていく必要がある。 

マイナンバーカード発行予約 HP があるのに、窓口混んでいたりといった状況の緩和を

めざす。 

現状の問題点  
せっかく IT 設備が整ってきているのに、知られていないところがある。 

私自身、今回調べている過程でごみ分別チャットの存在を知った。 

今 後 の 課 題  どう周知していくか。また、IT 機能に弱い方をどう掬っていくか。 

添 付 資 料   

そ の 他  

参考 

長岡都市計画マスタープラン 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/kurashi/cate07/cityplanning/ 

file/master-plan_s01.pdf 

長岡市の現状 ～「持続可能な行財政運営プラン」策定の検討資料～ 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate07/public-

comment/file/aafmp-01.pdf 

長岡市総合計画 平成２８年度～平成３７年度 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate01/sougou/ 

file/sougou-02.pdf 

Society 5.0 - 科学技術政策 - 内閣府 

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 

以上 
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1.目的

長岡市は各種機能のIT化が進んできています。

また、人口減、高齢化は避けることができず、各施設の職員数が減っていきます。

そのなかで、電話で聞いたらいい、窓口に行けばいいとなる人を減らし、長岡市の維持管理をよ

り一層少人数でも行えるように徐々に変えて行く必要があります。

ここでは、ゴール11「住み続けられるまちづくりを」を目指し、

IT機能を積極的に使うように市民の意識を変えていくことを目指します。



2.どうするのか

IT機能を利用してもらうために必要な対応は以下になります。

①実装された機能を知らない方にどう周知していく

②ITが苦手な方へ使い方を教えていく（デジタルデバイド対策）

今回は①について考えました。

デジタルデバイド対策例
総務省の
「デジタル活用支援推進事業」



2.どうするのか

今回調べた中で、市のゴミ分別のチャット

システムの存在を初めて知りました。

同様にせっかくの機能を知らない人が使

ってもらえるようにするにはどうしたらいい

のか検討していきます。

ゴミ分別辞書「ごみサク」の長岡市のページ
ゴミ分別についてチャットで質問した様子



3.個人としてどう活動していくか

身近な人、近隣に住む方への周知を行っていきます。

自身が現在参加しているコミュニティ内での周知のほか、

別のコミュニティへ参加し、別の方向の方にも周知していきます。

文部科学省
「国民のデジタルリテラシー向上事業」



3.個人としてどう活動していくか

そのために以下の活動をこれから実行していきます。

〇公共施設での市のIT機能の情報交換会、情報提供会を開催する

〇フリーマーケットなどのイベントでブースを取って周知する

1度きりではなく繰り返して実施し、

気が付く人を増やしていきます。

フェニックス⼤⼿「イーストスクエア」
ご利⽤案内の画像
展⽰のみも可能なので活⽤できそう



なにごみ？

「ごみサク」に

きいてみよう！
https://www.gomisaku.jp/0249/

このごみ？

こんなとき…



4.市が周知していくために

市の機能の周知方法として、以下の方法が考えられます。

長岡市LINE
おともだち追加QRコード

1.市のウェブサイトやSNS

3.市の新聞や雑誌

5.市のイベントや催し物

7.市の施設内に掲示される告知

2.電子メールやSMSの通知

4.パンフレットやチラシの配布

6.テレビ・ラジオの広告

8.市民協議会



4.市が周知していくために

特にHPへの誘導としては、以下の方法になります。

1.メールやSMSにURLを添付し、誘導する

2.ソーシャルメディア上で市のウェブサイトのURLを共有する

3.オンライン広告やバナー広告を使用し、

市のウェブサイトへのリンクを提供する

4.市のイベントや催し物で、市のウェブサイトのURL、QRコードを掲示する

長岡市Facebookページ



5.使ってもらいやすくするために

HPにたどり着いた場合でも、どこを見たらいいのか迷わない仕組みがあるといいです。

HPのどこにいてもチャットボットを表示して、入力内容から各種ページに飛べるようになると迷い

づらくなります。

また、チャットボットの精度を上げるために、使った市民がアンケートに答えるように勧めるように

します。

チャットボット例
福井市、渋谷区の
ホームページ



5.使ってもらいやすくするために

また、再度ＨＰにたどり着くのが手間になるので、

スマホのホームにショートカットを

追加する方法の案内を追加します。

Chrome、Safari
それぞれでの
ホーム画面にショートカットを追加
するメニュー



スマホのホームに
ショートカットを追加できま
す

https://www.gomisaku.jp/0249/

[Chromeの場合]

①右上の・・・をタップする

②ホーム画面に追加をタップする

③追加する

[safariの場合]

①下部真ん中の□↑をタップする

②ホーム画面に追加をタップする

③追加する



6.おわりに

ひとりでもゴミ分別チャットを使うきっかけが作れ

市役所への問い合わせ件数が減る助けとなれれば幸いです。

ご清聴ありがとうございました。


